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１　はじめに
　科学を正しく理解し，広い視野と優れた判断力・実
践力を持ち，地域に根ざした教員・人材の養成を目的
に，1995年から「さるでもわかる科学教室」と銘打つ
科学教室を開催してきた。この科学教室は，群馬大学
教育学部理科教育専攻の学生を主体的に取り組ませた
ものであり，この点において全国的に類を見ない科学
教室である。この活動は設立以来，今日まで20年間継
続している。この科学教室は学生への教育効果を取り
入れたアウトリーチ活動であり，1993年以降実施され
ているMITの「サイエンス・エキスポ」１）に匹敵すると
いっても過言ではない。
　設立当初は大学の学園祭（荒牧祭）のみの開催であっ
たが，様々な団体・学校からの要請を受け，幼稚園児
から小中学生を中心に地域市民の幅広い年代と多様な
人々を対象に制作するようになった。スタートから20
年を経た現在は，年間の教室開催の数は15～20件であ
る。そして，知識の多少や理解程度，また興味に合わ
せて，多種多様な実験の演示体験を行っている。
　この科学教室の目的は，工作や実験を通して子ども
たちに科学・自然に対する興味・関心を持ってもらう
ことにある。内容は，大がかりな準備・運搬の容易さ
と安全性への配慮から，電気，光，音などの分野が中
心となっている。運営は群馬大学教育学部奥沢研究室
の学生を中心になされ，同教室には設立当初は物理学
教室の学生たちが参加したが，後には理科教育専攻の
学生たちに枠が拡がった。指導上の方針としては，筆
者が指導・助言，対外的な折衝，及び責任を持つもの
の，学生の自主性を尊重し，教材開発（理科の教材の
開発能力の涵養），教育実践（主に子どもの対応に慣れ
ること，子どもの興味を引き出すこと），組織の運営，
及び安全対策等を学生が主体的に行うこととした。
　これまで，場所は県内外，遠くは福岡で，また数人
から4,000人までの大小様々な規模で教室を開催し，
その回数が200回という多数に上っている。
　以下，20年に亘る「さるでもわかる科学教室」の実
践を振り返りながら，その実践内容を紹介するととも
に，今抱えている問題点を明らかにして，今後の「科
学教室」の在り方，更には科学コミュニケーションが
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いかにあるべきかを探っていきたい。ただ，紙数も限
られることから本稿では概要のみに留め，詳細は稿を
改めて記すことにする。第２章には設立の経緯と理念，
第３章には活動記録，第４章にはまとめを記す。
２　設立の経緯と理念
設立の経緯
　多大な被害を及ぼす地震，台風などを挙げるまでも
なく，自然との関わりを避けることはできない。にも
かかわらず環境の整えられた人間社会内だけで日常生
活を送っていると，我々はこのバーチャル空間が全て
であるような錯覚に陥ることがある。特に子どもたち
はこのような環境に大きく影響され自然を身近に感じ
られず，その結果子どもの「自然離れ」が顕著になっ
てきてしまう。しかし，自然は人間の思惑とは関係な
しに人間に影響を及ぼしてくる。
　この社会現象は「さるでもわかる科学教室」設立前
から既に起っていた。生活環境の変化に加えて，1978
年改訂の学習指導要領が端緒とされるゆとり教育によ
る授業時間の削減と， 1989年の生活科の新設と文部
省指導要領改訂で，子どもの「自然離れ」の傾向の加
速と，自然を直接対象とした理科の「理科離れ」が危
惧されるに至っていた。２）
　このような動向に危機を持った日本物理学会，応用
物理学会，日本物理教育学会は1994年４月，『理科教育
の再生を訴える』３）と題する３会長共同声明を出し，
「理科離れ」からの脱却を訴えた。具体的項目は次の
５点であった：
（１）大幅に減少した小・中・高校の理科の授業時間
の回復を
（２）小学校低学年における理科の復活を
（３）実験・観察を十分に行える環境の整備を
（４）高校までの全ての生徒に国民的素養としての物
理を含む科学教育を
（５）科学を正しく理解し，広い視野と優れた判断力
をもった小・中学校教員の養成を
この共同声明は物理系３学会の共同声明といっても物
理に限定されるものではなく，国内の理科教育の置か
れている状況に対して理科教育に携わる者全てが共有
していた危機感の表れであったと考えられる。
　これらの状況を踏まえ「理科離れ」を回避し理科回
帰を目指した様々な取り組みが教育現場，学会等でな
されるようになった。２）しかし，これらの活動はいわゆ
る「科学実験ショウー」的であり，一時的な科学実験
に終わっている感が否めなかった。
　「さるでもわかる科学教室」設立の直接的な契機は，
1990年代半ばの筆者の置かれた状況：①女子の物理
習得の意欲をディスカレッジする教育環境と，②地域
住民に研究内容を理解してもらうという観点とアカデ
ミックな色彩とが希薄な学園祭に直面したことにあっ
た。
　前者については，現在でこそ女子高でもSSHやSPP
に積極的に取り組んでいるが，当時は物理の教諭が担
当の女子生徒にあからさまに女子の物理不要論を公言
するような環境が存在したとも聞いた。筆者は，この
ような女子学生に物理への興味をいかに喚起し，物理
への理解を深めるかに頭を悩ませていた。
　②については，筆者の勤務する群馬大学荒牧キャン
パスの学園祭（荒牧祭）が多くの大学の学園祭と同様
にアカデミックな色彩が希薄で，同大学の医学祭や群
桐祭（工学部（当時）の学園祭）と比べて見劣りがす
るとの指摘があり，一部の教官（当時）にこれを是正
しようとの機運があった。当時の群馬大学教育学部の
学生の生活を支援するための委員会（学生委員会）は
日本物理学会会長石井武比古氏（当時）を講演会の講
師の一人として招聘した。また，委員の一人であった
筆者も他キャンパスにならって，地域住民に研究内容
を理解してもらうため研究室開放を担った。いずれも
難解であり天上の学問ともいわれる物理をどのように
地上へ下ろし説明するかに苦心していた。
　筆者は，この研究室開放とともに，国内の「理科離
れ」状態からの理科回帰への一助とするためもあり，
子ども向けの科学教室「サルでもできる科学教室」を
研究室所属の学生達と開催することにした。科学教室
は「サルでもわかる科学教室」，「（進化する）サル（の
だれ）でもわかる科学教室」と名前を変えて現在まで
20年近く継続することになった。
　しかし，残念ながら，当時荒牧祭のあり方を変える
べく考案されたこれ以外の企画は長続きしなかった。
理念
　「サルでもできる科学教室」は，前述のとおり荒牧祭
のアカデミックで文化的な色彩を高める一環とするた
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めに考えられたものである。これに加え「理科離れ」
からの脱却のため，筆者としては，３学会共同声明の
５項目の内の（５）を主眼としながら，本学部の実情
に沿った「サルでもわかる科学教室」の指導目標を下
記のように設定した。
　目標：科学を正しく理解し，広い視野と優れた判断
力・実践力を持った，地域に根ざした教員・
人材の養成
　教員・人材の養成を目標の主眼としていることもあ
り，学生の自主性を尊重し，学生に教材開発，教育実
践，組織の運営及び安全対策等を主体的に行わせるよ
うにし，筆者は必要最小限の指導を行うことにとどめ
た。これは，学生が主体的に科学教室を運営すること
であり，多数ある「‥科学教室」で見られる，学生＝
実験補助者としての参加とは峻別されるべきものであ
ろう。このような学生の参加形態は現在まで聞いたこ
とがない。
　またこうすることにより，理科の教材の開発能力に
加えて，頻繁に子どもと接することにより子どもの対
応に慣れ，子どもの興味を引き出せる能力の涵養も図
れるようになった。この成果として多数の教材も開発
された。
　更に，単なる「実験ショウー」に終わることのない
よう，それぞれの実験に対応する物理の原理を明確に
理解・意識し，物理学のバックグランドを踏まえた科
学教室を目指した。
　「科学教室」は次の三つの点で日常の学校教育と大き
く異なる：①対象者の年齢が輪切りされて揃っている
学校のクラスと年齢がばらばらな科学教室。②対象者
が毎回同じ学校のクラスと通常１回ごと変わる科学教
室。③システム（教師対児童・生徒，場所と時間，教
科書）が整備されている学校教育と不足の科学教室。
このような違いがあるので，学生は対象者によって実
験内容を変更したり修正したりといった準備が必要に
なるだろうし，学校の教室内で教えること以上に瞬時
の対応も要求される。ここで運営主体を学生から研究
者に置き換えれば科学教室は科学コミュニケーション
と何ら差異はないことが分かる。２）このことから「科学
教室」を経験することにより学生は，将来従事するで
あろう学校教育の特徴を科学コミュニケーションとい
う広い視点から俯瞰することができる。
３　活動記録
活動の目的と概要
　「サルでもわかる科学教室」として研究室のHP４）に
掲載してある，活動の目的と概要を以下に示す。
　活動の目的
　　サルでもわかる科学教室は，群馬大学 教育学部 
理科専攻 奥沢研究室が中心となっている活動です。
指導教員のもと，同学部に所属し理科教員を目指す
学生が中心となり，『子どもたちに科学に対する興
味・関心を持ってもらう』ことを目的とし，現象・
原理共に不思議な実験を，試行錯誤しながら用意し
ています。
　活動の概要
　　現在は大きく分けて２種類の活動形態をとってい
ます。
　　ひとつは，少人数を対象とした科学教室です。こ
れは興味を喚起させるだけでなく，各実験において
の原理まで丁寧に説明することに重きを置いていま
す。単なる遊びとして終わるのではなく，理科の学
習の延長線上（科学的な知識）として考えていただ
けると近いかと思います。具体的な活動としまして
は，NHK文化センター，2004年 附属小学校が挙げら
れます。いずれも１時間半程度の科学教室で，20
～30名を対象に行いました。
　　他のひとつは，大人数を対象とした科学教室です。
こちらは主に科学に対する興味を喚起させることを
目的としています。また，地区イベントなどへの参
加という形態が主なため，周辺地域社会への貢献も
兼ねています。しかし，人数の都合上，詳細な原理
説明をすることは難しく，子どもたちや保護者様の
質問に対してお答えする程度になってしまっている
のが現状です。具体的な活動としましては，群馬県
庁で行われた おすすめサービス体験フェアやなど
が挙げられます。これらはイベントの開始時刻から
終了時刻まで行い，一日あたり1,000～4,000人の参
加をいただいております。
　　いずれの場合も，スライム作りなどの体験を通し
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ての活動，低温実験ショーなどの演示実験などを
行っています。また，子どもたちに対して，より良
い支援を行うために，子どもたち２～４名に対して
スタッフ（学生）が１名つくというように，少人数
指導に近い形をとっています。（一部改変）
活動記録
　科学教室は，開催頻度，様式，規模などから二つの
期に分類される。1995年度～2003年度　９年間の第
１期と，2004年度～現在　10年間の第２期である。そ
れぞれの期における活動について略記する。
第１期　1995年～2003年　９年間
　名称：「サルでもできる科学教室」（1995年～2000年）
　　　　「サルでもわかる科学教室」（2001年～2003年）
　　毎年11月の土・日の二日間開催される荒牧祭に参
加。写真１は荒牧祭での最初の科学教室での集合写
真。教室名は「サルでもできる科学教室」になって
いる。
　　2001年の荒牧祭は国民文化祭ぐんま2001と共同
開催。場所は県庁前の国道50号線延長沿道。名称は
この時から「サルでもわかる科学教室」になった。
　　他に開催したのは，次の１件だけ。
　　2000年　青少年のための科学の祭典
第２期　2004年～現在　10年間
　名称：「サルでもわかる科学教室」あるいは時に「進
化するサルのだれでもわかる科学教室」
　　荒牧祭で「サルわか」の開催を重ねるごとに大学
の外にも周知されるようになり，様々な団体から出
張開催を依頼されるようなってきた。荒牧祭は前出
の活動の概要にある「大人数」に入る活動形態に入
るが，「少人数」に入る教室の依頼も出てきた。
　　この期は年に15回以上開催することが多くなり，
開催場所は県内外に及び福岡での開催もあった。ま
た地域の公共施設や外部団体との連携も多くなった。
　下記に複数年連続して開催している主な科学教室と
その他の科学教室を順にリストアップする。
複数年連続して開催している主な科学教室
2004～現在 荒牧祭
2004～2008 おすすめサービス体験フェア（写真２）
2005～現在 群馬おもしろ科学展（写真３）
2005～現在 NHK文化センター「少人数」年10回（写
真４）
2005～現在 群馬県理科研究発表会
2009～現在 おもしろ科学教室（写真５）
2010～現在 子どもおもしろ実験室「少人数」（写真６）
2011～現在 環境フェスティバル（伊勢崎市）
2011～現在 夏休みサイエンスウィーク（群馬県生涯
学習センター少年科学館）
その他の科学教室
2004 あそびの市場　３回
　　　群馬大学附属小学校授業「少人数」
2005 太田こどもの国
2006 群馬県こどもエコクラブ交流会
　　　TSKキッズ広場in高崎
　　　夏休み自由学校「少人数」
　　　Waコード
　　　たかさき産業祭
　　　高崎市立京ヶ島小学校授業「少人数」
　　　福岡空港クリスマスフェア2007
2008 大蓮寺日曜学校「空色の花」「少人数」
　　　かわはく夏祭り
2009 桃川小学校PTAバザー
　　　コミュニティハウスひまわり出張教室
　　　初心者親子キャンプ教室「少人数」
　　　粕川児童館出張教室
　　　前橋市立原小学校PTA親子教室
　　　吾妻郡文化会館出張教室
2010 東部小学校おやじクラブ
　　　夏休みわくわく活動
　　　粕川児童館出張教室
　　　子どもジュニア探検教室「少人数」
　　　箕郷小学校
　　　山王小学校ふれあいまつり2010
　　　サンデン　エコプラネット
2011 群馬大学附属小学校南橘地区保護者会
　　　榛東村立北幼稚園
　　　大雄寺てらスクール「少人数」
　　　山王小学校ふれあいまつり
　　　箕郷小学校
2012 チャイルドハウスゆうゆう
2013 前橋市児童文化センター
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写真１　1995年荒牧祭で行った最初の科学教室での集合
写真。教室名は「サルでもできる科学教室」になっ
ている。
写真２　2006年群馬県庁１階で開催された「おすすめサー
ビス体験フェア」での「サルでもわかる科学教室」
で順番待ちの人たち。4,000人の来訪者があった。
写真３　2005年群馬大学主催でこの年に始まった「群馬お
もしろ科学展」。本科学教室の人気定番の低温実験
ショー。
写真４　2006年NHK文化教室。少人数で楽しく「なぜ」ま
で理解を深める。
写真５　2009年箕郷公民館での「おもしろ科学教室」。まず
は楽しく，次は「なぜ？」。
写真６　2010年安中市光陽科館での「子どもおもしろ実験
室」。原理が分かったので工夫もできる。
授業化と教材開発
　科学教室設立当初から教材開発を指導してきた。そ
して，2000年には，後に「水中射的」と命名する教具
を用い，水面での光の屈折現象を混乱なく理解させる
教材を開発し，青少年のための科学の祭典での科学教
室で実践させた。このような研究・実践は卒業研究と
して評価していた。ところが，2004年度から科学教室
の開催数が急激に増加し，参加希望学生も４年生とは
限らなくなってきたので，これを正当に評価できる科
目を2005年度に開講した。理科教育実践体験と理科教
材開発Ⅰである。年を追うごとにⅡ，Ⅲと開講し，こ
れを順に履修することにより，教材開発，科学教室で
の実践，科学教室の経営，安全対策について学べるよ
うにした。
　開発した教材
　開発した教材のうち論文に発表したものを７編以下
に示す。
　１）夕焼け・青空再現教材５）
　２）「人が入れるシャボン玉」の教材６）
　３）インターネットを活用した，自然科学シミュレー
ション教材７）
　４）理科教育における虹教材８）
　５）放射線を安全・安価に視覚化する教材９）
　６）屈折の法則を無理なく理解できる「水中射的」10）
　７）「位置エネルギー」に関する教材（ガウス加速
器）11）
４　まとめ
　成果と課題を以下に箇条書きにする。
成果
１）「サルでもわかる科学教室」を設立し，20年に亘っ
て地域と連携しつつ運営してきた。
２）これまで400人程の学生が，「サルでもわかる科学
教室」に運営・参加など何らかの形で関与しており，
彼らの多くは現在有能な教員として活躍している。
このことから，「科学教室」の目標に掲げられた人材
を養成するためには，学生に「科学教室」を経験さ
せることが彼らにも指導者にも無理なく，最適な方
（おくさわ　まこと）
策の一つであると考えられる。
課題
１）実践は好きだが，教材開発は避けたい（言い換え
れば，教えるのは好きだが，自ら学ぶことは嫌いな）
学生を拾えていない。拾い上げる方策の検討が必要。
２）膨大な資料をData base化し，企画に参加した卒業
生たちが共有の財産として現場で利用あるいは参考
できるようにする。
３）出張科学教室を行うと科学が文化として定着して
いないことを実感する。科学に興味・関心を持つ市
民の育成・醸成までにはかなりの時間が必要であろ
う。本稿が現在の物理教育の置かれた状況および社
会全体の科学コミュニケーションに対する認識を再
考する一助となれば幸いである。
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